
別紙１ 
 
 

平成 24 年度金融調査研究会第 1 研究グループ 
研究テーマ・構成 

 
 
研究テーマ：「国際通貨制度の諸課題―アジアへのインプリケーション―」 

 
〔ねらい〕 
リーマン・ショックや欧州債務危機を受け、先進国経済が低迷する一方、中国

をはじめとする新興諸国の台頭により世界経済の多極化が進み、ドルを中心とし

た国際通貨制度にも変化の兆しが見える。このような状況を踏まえ、国際通貨制

度を巡る諸課題を整理しつつ、アジアにおける今後の姿への示唆について研究す

る。 
 
構 成： 

 
座 長  貝 塚 啓 明   東京大学名誉教授・日本学士院会員 
 
主 査  清 水 啓 典   一橋大学大学院商学研究科特任教授 
 
委 員  小 川 英 治   一橋大学理事・副学長 
 
     嘉 治 佐保子   慶應義塾大学経済学部教授 
 

  清 水 順 子   学習院大学大学院経済学研究科教授 
 
研究員  加 納   隆   一橋大学大学院経済学研究科准教授 
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